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金属積層造形技術の拠点となる 

「群馬積層造形プラットフォーム」を設立 
～産官学連携により、群馬県から人材育成と次世代イノベーション創出に寄与～ 

 

日本ミシュランタイヤ株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：須藤 元）および群馬県の製造企業を

中心とするグループは、日本貿易振興機構（ジェトロ）群馬貿易情報センター、群馬県および前橋市や太田市、群

馬大学などと連携し、次世代イノベーションを担うオープンプラットフォームとなる「群馬積層造形プラットフォーム」を設立

します。本プラットフォームは、2021年 7月下旬に一般社団法人として稼働開始します。 

 

◆設立の背景◆ 

群馬県は世界遺産である富岡製糸場をはじめ、地域資源を活かした多種多様な地場産業を有し、高い教育への関

心を背景に明治維新という日本の大変革期を支え、近代ものづくりの重要な拠点として発展してきました。現在は自

動車を中心とした製造業が盛んであり、自動車業界に変革をもたらす CASE(注１)や VUCA(注２)などの環境変化

に迅速かつ柔軟に対応する必要があります。このような背景により、高付加価値産業基盤への転換を図るため、県下

の産官学が集結し、群馬積層造形プラットフォーム準備委員会を発足しました。 

 

◆一般社団法人 群馬積層造形プラットフォームについて◆ 

前身となる検討委員会は、群馬県下の意欲ある製造業企業が集

まり 2020年 8月に始動、その後、群馬金属積層造形プラットフ

ォーム準備委員会と名称を変え、参加企業を増やしながら準備を

続けました。そしてこのたび、群馬積層造形プラットフォームと名称を

改め、本格的に金属積層造形技術をベースにした教育プログラム

などを提供してまいります。 

 

金属積層造形技術は、ミシュランの合弁企業である AddUp(アダ

ップ)社の機器をミシュランの太田サイト（群馬県太田市）内に設

置します。併せて、ミシュランは教育プログラムと運用のノウハウを所

属企業に開放します。そして、ここで培う新しい知識を基盤に、地

域の企業と共に将来的な地域の新産業創出拠点を目指します。 

「積層造形」とは 

立体物を輪切りにした断面データをもとに、

樹脂・粉体などの薄い層を積み重ねて立体

物を製作する技術のこと。３D プリンティン

グ、付加製造、AM(アディティブ・マニュファク

チャリング）とも呼ばれ、複雑な形状が自由

に成形可能となることから、航空宇宙産業・

自動車・医療分野等に幅広く適用される。 

金属材料を用いた部品への期待も高まって

いる。 

ミシュラングループは、タイヤ性能を向上させ

るため、この技術を金型製造に使用し、10

年以上にわたる量産でのノウハウと知見を保

有している。 
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本プラットフォームの設立準備には、県内企業を支援するため、群馬県、前橋市、太田市をはじめ、群馬大学や群馬

銀行が参加しました。なお今後、群馬大学とは、次世代の産業を担う人材育成および専門知識の交流も展開してい

く予定です。 

 

◆今後の展開◆ 

2021年 7月 一般社団法人 群馬積層造形プラットフォーム設立： 

プラットフォームの実質立ち上げ。参加企業に対し、先行プログラム、トレーニング、今後の金属

積層造形ビジネスに関するコンサルテーションの提供開始 

2022年 春 プラットフォーム本格稼働： 

プラットフォーム参加企業を含め、興味がある企業、大学、コミュニティに対する教育プログラムの

提供開始、金属積層造形技術に関する啓蒙・普及活動 

金属積層造形技術の実用化のためのコンサルテーション、共同開発メンバーサロンの開催とメン

バーサロンで培った知見の共有  

 

金属積層造形のビジネス展開は、欧米では既に広く始まっており、ミシュランもその一翼を担っています。フランスでは既

に同様の人材育成プラットフォームのトレーニングが始まっています。今回の設立により、群馬県にも同様のトレーニング

を導入し、積層造形のノウハウを持つ人材を増やしていきます。 

 

日本で最初の官営模範製糸場である富岡製糸場は、1872年開業時にはフランスから技術を導入し、研鑽を積んで

日本のものづくりの近代化に大きく貢献しました。150年以上経った今、今回は群馬積層造形プラットフォームで再びフ

ランスからデジタル技術を学び、デジタルものづくりの礎を築いていきます。 

 

JETRO群馬所長 柴原友範（しばはら・とものり）は次のように述べています。 

「ジェトロ群馬は、2019年７月にミシュラングループからこの構想を聞いて以来、この２年間で、県内企業、大学、自

治体との橋渡しを行い、設置検討委員会、準備委員会を先導してきました。世界の製造業を取り巻く環境変化に対

応して高付加価値産業へ転換するためには、３D金属プリンターなどの最新デジタルものづくり技術と、その技術に精

通したデジタルものづくり人材が鍵を握る一方、そうした設備は高額で、また教育できる指導者もいないため、１企業で

は手が出せないというのが現状です。ミシュラングループと地域中核企業が連携する本プラットフォームにより、最新技術

と教育プログラムへのアクセスが容易となり、デジタルものづくり人材が生み出されることで、イノベーションの創出と地域経

済の活性化にも繋がると期待しています。そして、この『群馬モデル』が、日本の新たなものづくりの礎となることを願ってい

ます」 

 

日本ミシュランタイヤ株式会社 代表取締役社長 須藤元（すどう・げん）は次のように述べています。 

「現在ミシュラングループは、過去 130年間積み上げてきた高品質で持続可能なタイヤをお届けするミッションを主にお

きつつ、『タイヤを超越した』サービスやソリューションの展開を推進しています。今回の積層造形技術を軸とした産官学

連携はその一環であり、業界の境界を越えて社会の発展に貢献したいという我々の明確な意思表示でもあります。 

弊社太田サイトから技術を提供する形で携わることができて大変光栄です。地元企業、自治体、大学の皆様と密に協

業し、群馬県そして日本の産業発展に寄与するため、新たな価値創造に尽力して参ります」 
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群馬県 産業経済部長 鬼形尚道（おにがた・なおみち）氏 は次のように述べています。 

「群馬県の新たな『産業振興基本計画』では、既存産業の強みを生かしながら、時代の変化に合わせた新しい成長機

会を探求する『両利き（ハイブリッド）の産業構造』を目指していくこととしています。ミシュラングループの強力なバックア

ップの下に進められる本プラットフォームの構想は、その実現に欠かせないプロジェクトであり、大いに期待しています。 

本プラットフォームは、JETRO群馬による力強いリードはもちろん、前橋市や太田市などの自治体や大学の支援、地元

企業の積極的な関与など、県内の多くの産学官関係者の協力によって設立に至ったものであり、県としても、県内のも

のづくり産業が今後とも継続的に発展していけるよう、積極的にバックアップしてまいります」 

 

 

注１：CASE とは、C（コネクテッド）-A(自動運転) – S(シェアリングサービス)-E(電動化)の頭文字からなる造語で、次世代自

動車業界のトレンドのこと 

注２：VUCA とは、V(変動性) – U(不確実性) – C(複雑性) – A(曖昧性）からなる造語で、この 4 つの要素のため、将来の

予測が困難な現代の状況を表す 

 

-------------------------------------- 

【一般社団法人 群馬積層造形プラットフォームについて】 

一般社団法人 群馬積層造形プラットフォームは、「産業界のニーズに基づいて、金属積層造形技術とその関連先端

技術の普及・人材育成、研究開発、および実用化を推進することで地域に貢献するとともに、新たな時代のものづくり

産業の礎として、新しいプロセス・新産業の創出に寄与する」ことをミッションとしています。2020年 8月から JETRO や

群馬県の自治体、公共団体、大学、企業と協力して法人設立の協議や準備を進め、2021年 7月に法人登記を

行ない、8社で活動を開始します。今後、参加企業を広く募集するとともに、地元の大学や自治体、公共団体と連携

した具体的なプログラムの検討を開始します。 

参加企業（2021年 6月現在、50音順）：(株)秋葉ダイカスト工業所、関東精機(株)、共和産業(株)、しげる

工業(株)、東亜工業(株)、日本ミシュランタイヤ(株)、富士部品工業(株)、矢島工業(株) 

 

【日本貿易振興機構（ジェトロ）群馬貿易情報センターについて】 

ジェトロは 70 カ所を超える海外事務所ならびに約 50 の国内拠点から成るネットワークを活用し、対日投資の促進、

農林水産物・食品の輸出や中堅・中小企業等の海外展開支援等を実施する機関です。対日投資においては、特

に、イノベーションや高い付加価値の創出や地域経済の活性化に資する外国企業の誘致、支援に力を入れています。

ジェトロ群馬は、2018年 7 月に開所し、県内企業の海外展開支援、スタートアップ支援、外国企業との連携による

イノベーション創出などに取り組んでいます。詳しくは、www.jetro.go.jp をご参照ください。 

 

【ミシュランについて】 

ミシュランは、フランス クレルモン＝フェランに本社を置くモビリティの世界的なリーダーです。12万 3,600人以上の従

業員を擁し、170 カ国で持続可能なモビリティの実現のため、お客様にとって最適なタイヤ、サービス、ソリューションを提

供しています。71製造拠点で、約 1億 7,000万本のタイヤを製造（2020年実績）するとともにデジタルサービス、

旅行ガイド、ホテル・レストランガイド、地図など、皆様のモビリティをユニークで充実した体験にするお手伝いや、多様な

産業に提供するハイテク素材を開発しています。詳しくは www.michelin.com をご参照ください。 
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【群馬積層造形プラットフォームに関するお問い合わせ】 

一般社団法人 群馬積層造形プラットフォーム 広報担当 小川 

TEL :080-1168-3652   Email : contact@gam.or.jp 
 

【報道関係者お問い合わせ】 

一般社団法人 群馬積層造形プラットフォーム 広報担当 小川 

TEL :080-1168-3652   Email : contact@gam.or.jp 
 

日本貿易振興機構（ジェトロ）群馬貿易情報センター 柴原/前野 

TEL :027-310-5205   Email : GUM@jetro.go.jp 
 

【発表の内容全体に関するお問い合わせ】 

株式会社井之上パブリックリレーションズ ミシュラン PR担当 松本/横田 

Tel：03-5360-8781  Fax：03-5269-2305  Email：michelin@inoue-pr.com 
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